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 中国は毎年10パーセント前後の経済成長

を続けていますが、それに伴って貿易額も著

しく拡大しています。貿易額の伸びは中国が

ＷＴＯに加盟した2002年以降に特に大きく

なっており、2002年に5千億ドル程度であっ

た貿易総額は2008年には2兆5千億ドルを超

えました。 

 2008年の世界金融危機の影響によって、中

国の輸出入の伸び率も2008年10月から2009

年10月までは前年同月比がマイナスとなる

状態が続いていましたが、2009年11月からプ

ラスに転じ、2010年に入ると前年同月比数

10％の大きな伸びを示すようになっていま

す。 

 金融危機以後の中国の貿易の大きな特徴

として指摘できることは、シンガポール、タ

イ、マレーシア、フィリピン、インドネシア

といったＡＳＥＡＮ諸国との貿易が大きく

伸びたことです。2010年第1四半期の貿易額

でみると、中国からＡＳＥＡＮへの輸出が前

年同期比46.7パーセントの増加、中国のＡＳ

ＥＡＮからの輸入は76.6パーセントの増加

となっています。すなわち中国の貿易の回復

はＡＳＥＡＮの経済回復を促し、両者の経済

的関係を従来以上に深めたと言えるのでは

ないでしょうか。 

 中国の貿易の方式では、加工貿易が重要な

役割を果たしています。輸出では加工貿易の

占める比率は約50パーセントであり、輸入で

も約30パーセントを占めます。また、貿易の

企業形態では、輸出入ともに外資企業が半分

以上を担っています。こうした、貿易の方式

および企業形態の実態は、中国の貿易が強く

外資企業に依存していることを示すもので

す。中国の今後の貿易の安定と発展はこうし

た外資企業との併存の中で模索されること

となるでしょう。 

 中国では、現在、貿易の発展とともに、Ｆ

ＤＩ（対外直接投資）の拡大を国家戦略とし

て積極的に進めています。ＦＤＩ額は年々増

加しており、2007年のＦＤＩ額は265億ドル、

2008年には倍増して559億ドルとなりました。 

 ＦＤＩの地域分布はアジアが圧倒的に多

く、全体の71パーセントを占めます。それに

次いで多いのがラテンアメリカで18パーセ

ントです。分野別には商業サービス、金融業、

卸と小売、鉱業という順に多くなっています。

これは、中国のＦＤＩがまだ商業店舗の開設

や建設労働者派遣サービス等の簡易なもの

にとどまっているためです。また、中国のＦ

ＤＩでは、資源輸入の延長として外国鉱業企

業の買収等が行われており、鉱業のＦＤＩ額

が多くなっているのはこのためです。 

 近年では中国企業によるＭ＆Ａが急激に

増加していますが、これらの多くは国有企業

主導によるものです。今後のＦＤＩの発展の

ためには民間企業の参加が必要ですが、現在

ではまだ多くありません。 

 中国は2000年ごろまではＷＴＯへの加盟

による貿易拡大という伝統的路線をとって

いましたが、2001年にタイとの間でＦＴＡを

締結したことを契機として、ＷＴＯの多角的

貿易を補足するものとしてＦＴＡを積極的

に推進するようになりました。 

 ＦＴＡは、中国にとって、香港やマカオと

の地縁的結合の強化、湾岸協力理事会や南部

アフリカ関税同盟との資源確保、パキスタン

やＡＳＥＡＮとの地域関係強化といった各

種の政策目的を持つものです。 

 なお、ＡＰＥＣは、従来、中国の貿易戦略

において重要な地位を占めていましたが、近

年ではその重要性が衰えています。これは中

国の貿易黒字をめぐってアメリカとの溝が

深くなっているためです。中国にとって望ま

しいと考えられるのはアメリカを除いた東

アジア自由貿易協定です。 
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